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注
１） 回帰分析のために、教育という変数について次の 4つのカテゴリに分けている。基礎教育 basic education、中等教
育中退 incomplete secondary education、中等教育 complete secondary education、大学 university。
２） 心理的傾向性が寛容性に対して与える影響を分析するために用いた変数は、次の 4つである。権威主義、自律性、
人生に対する自由感、他者への信頼。
３） 経済状態に対する満足感、階層帰属意識。
４） たとえば、高い教育を受けると反権威主義的になり、反権威主義的な傾向性が寛容性をもたらすというような媒介
関係が確認されている。
５） 本書では、国レベルの要因を投入したマルチレベル分析によって、制度的文化的な文脈を考慮した寛容性の規定要
因を探っている。マルチレベル分析で用いられた変数は次の 4つである。民主主義国としての歴史の長さ、民族的
多様性、宗教的多様性、経済発展の度合い（一人当たり GDP）、高学歴者の割合。
